
「自分はどんな人なんだろう。」「自分のことが嫌いなんだ。」「〇〇ができなくて辛 

いんだ。」と子どもたちが話すことがあります。そんなとき、素敵なところがたくさ

んあるのに気付いていないのだと感じます。むつみでは、自己理解を深めることを目的に「自分研究」をして

います。『星と虹色なこどもたち（星山麻木・作者の星山先生は、昨年度と今年度、教員研修に来てくださり、

6年生は一緒に「虹色」の勉強をしました。）学苑社』を読み合い、登場する子どもたちと似ているところを

探し、自分の特徴について考えます。得意好き紹介や、自分の研究テーマを発表・相談したこともあります。

小集団で行うと、自己理解だけでなく、友達や教員の理解も深まります。肯定的に自分を理解することで、そ

の子らしく生きやすくなると思います。ご家庭でお子さんと一緒に「自分研究」いかがですか。米内山 美紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつみ教室から 

 専科の部屋 

 
 

 
理科：5年生は「予想や仮説をもとに、実験計画を立

てることができる」、6年生は「実験結果から考察す

ることができる」を目標に、理科の授業を進めてきま

した。５年生は「ふりこのきまり」の学習で、変化さ

せる要因と変化させない要因を区別して実験したり、

６年生は「水溶液の性質とはたらき」の学習で、実験

を振り返って考察をしたりして、一年間学んだことを

活かしていけるよう指導します。 

理科専科 笠原麻衣子 

外国語：中学年では、学校にある教室の名前を尋ねた

り答えたりする活動をしています。英語でお気に入り

の場所はどこなのかを尋ね、デジタル教材に写る学校

内の地図を元に説明します。中には難しい言い方の場

所もありますが、楽しんで学習して次の学年に生かせ

るように進めていきます。 外国語専科 宮脇勇気 

図工：安全な道具の使い方について、改めて指導を

おこなっています。高学年でもカッターや彫刻刀と

いった道具を使う際、使い慣れていない児童も多く

細かな箇所を無理やり力ずくで切ったり彫ったりし

がちです。心に余裕を持って日々の授業に取り組め

るよう声掛けをします。  図画工作専科 篤純子 

 2学期の手洗い週間を振り返り、３学期は常時活動に力を入れることにしました。
インフルエンザなどの感染症から自分を守るためにも、積極的な手洗いを勧めてい
きます。担当に分かれ、手洗いの効果や呼び掛けを、朝会やポスター、放送などを使
って行う予定です。石鹸を使った手洗いを心掛けていきましょう。 

 図書委員会では、全校に本に興味をもってもらい、読書に親し

んでもらいたいという思いで日々活動しています。常時活動と

しては、中休みと昼休みの図書館開放での当番活動があり、本の

貸し出しや書架整理を行っています。２学期には読書週間があ

り、ポスター掲示と放送にておすすめの本の紹介を行い、読書の

楽しさを伝えました。 

図書委員会 

バドミントンクラブでは、４つのチームを作って異学年の交流を大切に

活動しています。６年生を中心にチーム内での教え合いも活発に行うこと

ではじめは苦手だと感じていた児童も楽しさに触れることができていま

す。チーム練習の後には、個人戦と団体戦の２つの試合を行っています。

どちらも白熱した試合を行っていて、応援にも力が入っています。今後も

体を動かすことを通して交流を深めていきます。 

保健委員会 

音楽：１、２年生は音楽会で経験した合奏の楽しさ

や達成感を活かして３学期も合奏に取り組んでい

ます。３年生は６年生を送る会に向けてリコーダ

ーの練習に励んでいます。休み時間も積極的に音

楽室に来て練習していてリコーダーの素敵な音色

が響き渡っています。低学年音楽専科 村松雅美 
 

 
委員会報告 

 
クラブ通信 室内ゲームクラブでは、6 年生が企画したゲームを毎回楽しん

でいます。今回はタブレットを使ってチーム対抗パネルゲームを

しました。当てるごとに決められた点数が入り、チームの得点に

なります。最後まで優勝が分からないので、ドキドキしながらも

盛り上がりました。他にも、トランプ、ジェスチャーゲームなどを

通じて、４，５，6年生の仲が深まり、楽しい時間を過ごしていま

す。 


